
　新たな電波利用システムやサービスが進展していく中で、地域コミュニティの情報発信手段などに電波を活用す

ることで、地域再生など諸問題の解決を図っていくことが期待されています。一方、電波は有限希少な資源であるこ

とから、これを国民の利便性向上につなげるためには、新たな電波の有効利用を促進することが必要です。また、この

ような電波の有効利用は新たな産業と雇用を生み出し、内需主導型の経済成長の実現にも寄与していくものと考え

られます。これらの観点に立ち、新たな電波の有効利用の方向性を検討するための「新たな電波の活用ビジョンに関

する検討チーム」が発足されたところであり、その事務局として、内外調整を行っています。

　また、2010年代には技術革新の下、国民の利便性向上に寄与する新たな電波利用システムの実現が期待されてお

り、その実現に向けた電波政策の方向付けを行っています。

限られた資源、「電波」から最大限の効果を引き出す方策プロジェクト紹介

現場の最前線から第一章
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　「情報通信」というと、非常に専門的な言語

が飛び交っていて一般人にはよくわからな

い、国民生活にどうつながるのか理解しにく

い、というマニアックなイメージを持ってい

る方が多いのではないかと思います。

　私が官庁訪問をしたのはもう11年前とな

りますが、その当時の私自身、インターネッ

ト網の住所のようなIPアドレスといった概

念の存在や、電波にはいろいろな周波数帯が

あることなど全く知らない状態で、自分は専

門的な知識は皆無であるがやっていけるだ

ろうか、と面接の場で質問したことを記憶し

ています。今から振り返ると、自身が採用さ

れるための面接で、よくこのような無邪気な

質問ができたものだと思うのですが、面接者

の方は温かく、知識は仕事をしていく中で身

につければ大丈夫、問題はやる気、と答えて

くださったことを覚えています。

　実際に入省してみて、当初は不安もありま

したが、周りの方々や文献から知識を蓄積

し、自分の言葉でそれを理解するとともに、

それに基づいて政策の方向性を模索する作

業を繰り返す中で、自身が情報通信政策の中

枢の一翼を担っていると実感できるほどま

でになりました。

　また、マニアックと思われた「情報通信」分

野も、携帯電話やインターネット、テレビやラ

ジオ放送など日常生活に密接したサービスを

扱っており、だからこそ、仕事にも大きなやり

がいを日々感じています。また、情報通信産業

は国内総生産の成長率の4割を占める重要な

産業であり、情報通信政策の果たす役割の大

きさを日々噛み締めているところです。

　私の現在の仕事は、限られた資源である

「電波」について、会議等を主催し、その議論

を踏まえ、各課の企画立案をリードすること

により、電波の有効利用に向けた政策の方向

付けを行うという、いわば電波政策のコー

ディネーター的な存在です。

　従来からテレビや携帯電話などに使われ

てきた電波ですが、昨今、AV機器やゲーム機

などのデジタル家電のワイヤレス接続が増

加し、携帯電話等においても音楽等の様々な

コンテンツが利用され、その利用方法はます

ます発展しています。さらに今後は、在宅患

者の健康状態をリモート測定できるような

医療環境の実現や、リアルタイムの渋滞情報

の提供による環境負荷の低減といった、新た

な電波の利用分野の開拓も期待されており、

ますます電波需要の増大が予想されます。

　このような幅広い可能性を秘めた電波の

利用を促進し、国民生活の利便性向上に資す

るためには、限られた電波を効率的に利用す

ることが重要です。そのため、総務省では、現

行の制度の下で利用されている電波の中で

他にも使える部分はないか、その部分を使う

ためには既存の利用者との関係でどのよう

な課題があるか、また、技術開発の進展に

伴って克服できる課題はあるのか、という新

たな観点からの検討を行う会議を開催して

おり、私はその事務局として、日々、内外関係

者との調整や資料作成等に奔走していると

ころです。

　このように、総務省の仕事は、常に身近な

生活環境を意識し、その変化に応じて対応し

続けていかなければなりません。総務省の仕

事が変革していく過程の中で、自分自身も柔

軟な思考や斬新な視点を持つことが要求さ

れます。常に国民目線を意識しつつ、政策の

最前線に立ち、何かを成し遂げたい、という

気概を持って、皆さんと一緒に仕事ができれ

ばと思っています。

インフレーションによって、1970年代に指

摘されていたビッグバン宇宙論のいくつかの

問題点が解決される。これらの問題の中には、

観測される宇宙が極めて平坦であること（平

坦性問題）、因果律的に結び付きを持たないほ

ど大きなスケールにわたって宇宙が極めて一

様であること（地平線問題）、多くの大統一理

論 (GUT) のモデルで存在が予言されている

空間の位相欠陥が全く観測されないこと（モ

ノポール問題）などが含まれている。インフ

レーション理論の標準的モデルでは、宇宙が

幾何学的に平坦であることや初期宇宙の原始

密度ゆらぎがスケール不変であることを予言

している。これらの予言は（WMAP などによ

る）宇宙マイクロ波背景放射の高精度の観測

結果や（スローン・デジタル・スカイサーベイ

などの）銀河サーベイ観測で得られた銀河分

布のデータによって非常に良い精度で確かめ

られている。インフレーション理論の最も単

純なモデルは約1015GeVという大統一理

論のエネルギー領域を扱うため、インフレー

ション理論は GUT スケールやそれに近い高

エネルギー領域を扱う素粒子物理学にとって

も重要である。1980年代には、インフレー

ションの元となる真空のエネルギーを生み出

す場を大統一理論が予言する特定の場と関連

付けたり、実際の宇宙の観測結果を用いて大

統一理論のモデルに制限を与えようとする試

みが盛んに行なわれた。これらの研究はほと

んど成果を挙げることはなく、インフレー

ションを起こす真空のエネルギー密度を生み

出すような粒子や場（インフラトン）の正体に

ついては謎のままである。インフレーション

理論は主として、高温の初期宇宙の初期条件

について理論が詳細に予言する部分のみが理

解されており、その背後にある素粒子物理学

についてはアドホックなモデル化が行なわれ

ているに留まっている。

インフレーションの時代の後には、初期宇宙

の 高 温 の 放 射 を 生 み 出 し た 再 加 熱  

(reheating) の時代が存在したはずである。

この再加熱の原因についてはほとんど分かっ

ていないが、最近ではインフレーションの終

了期にインフラトンが他の粒子に崩壊する過

程が共鳴的に起きたことで再加熱が起きたと

するパラメータ共振モデルなどが提唱されて

いる。

最近の宇宙マイクロ波背景放射の観測では、

様々な競合理論よりもインフレーション理論

をより強く支持する結果が得られている 

[3]。インフレーションモデルに残されている

理論的問題点の一つは、インフレーションを

引き起こす場のポテンシャルを微調整しなけ

ればならないという点である。もしインフラ

トンが大きな真空のエネルギーを持つとすれ

ば、その質量は小さく（またそのコンプトン波

長は大きく）なければならない。しかし高エネ

ルギー領域の物理学では数多くのスカラー場

が存在すると考えられており、超弦理論に

限っても、インフラトンやインフラトン場の

候補となる粒子やスカラー場は数多く存在し

ている。

一方、現実世界で、スカラー場が見つかってい

ないことを考慮すれば、インフラトンの候補

として必ずしもスカラー場に限定する必要は

ないのかもしれない。例えば、ゲージ理論に出

現する多重項を実効的な「インフラトン」とす

るモデルも近年提唱されている。
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登庁
メールチェック、新聞情報のチェック。

打ち合わせ
実社会にマッチした政策提言を行うためには、
事業者の方から今後の技術・サービス動向などに
ついて情報を得ることも重要。
今日は、事業者が取り組んでいる実証実験について
概要・課題などの説明を受ける。

昼食
業務から解放され、一時の気分転換を堪能。

資料作成など
今月予定されている会議の資料準備や
先月行ったパブリックコメントに対する
回答案の作成などに奔走。

会合出席
ワイヤレス家電など将来期待される
電波利用システムの実現に向けて必要な研究開発や
検討課題などについて、大学などの
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9:30

10:00

12:00

13:00

15:00

17:00

Schedule

18:00以降

「
可
能
性
」を「
実
現
」に
変
え
る
た
め
に

「
可
能
性
」を「
実
現
」に
変
え
る
た
め
に

「
可
能
性
」を「
実
現
」に
変
え
る
た
め
に

「
可
能
性
」を「
実
現
」に
変
え
る
た
め
に

■統計業務における醍醐味！
　総務省における醍醐味！

先輩からのメッセージ


